
 

 

令和３年度 
宇美町立宇美南中学校 １学年 

学びのてびき 
◎中学校で学ぶこと 

中学校生活が始まりました。新しい教室，新しい先生，新しい学級･･･。新しい出会いが，私たちを成長
させてくれます。私たちは，これから中学校で何を学ぶのでしょうか。また，あなたは何を学びたいと思い
ますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎なぜ，私たちは学ぶのだろうか 

私たちは中学校に入学し，義務教育９年間の最後の３年を迎えています。義務教育が終わっても，多く
の人が高校や上級学校，実社会の中で様々な形で学んでいきます。 
それでは，なぜ，私たちは学ぶのでしょうか。人は，なぜ学び続けるのでしょうか。自分が学ぶ理由につ

いて，少し考えてみましょう。 
 
 
人は，知的好奇心や知的欲求をもっています。色々なことを学ぶと世界が広が

り，さらに向上しようという気持ちが高まります。スポーツや音楽などを学ぶのと
同じように，途中苦しい練習があっても，目標を達成すると満足感やさらなる向
上心を求めるのと同じです。（「やったー」，「できた」，「楽しい」，「面白い」，「も
っと○○」，「次は○○」という気持ちです。）つまり，学習であっても，スポーツや
音楽等と同じように面白いもののはずなのです。 

国語 

 国語は全ての教科の基本となるものです。社会も数学も理科も，そして英語も，まずは正確に日本
語を読み取ることができなければ，問われていることが理解できません。本を読んだり，考えを書い
たり，友達と話し合ったり，またある時は，日本の伝統的な文学に触れたりすることで国語の力は伸
びていきます。まずは，日頃の「自分の言葉にこだわる」ことから始めてみてください。 

社会 
 過去の人々は，よりよい社会や生活をつくるために努力を重ねてきました。その結果を今の生活に
生かすことが大切です。先人のつくってきた歴史を知ることは，これからの社会の発展を考える上で
必要なことです。 

数学 
 みなさんが生活していく上で，ものごとを論理的に考える力がとても大切になってきます。計算だ
けではその力は付きません。数学で文章問題や図形の問題など，様々なことを学習することで，論理
的に考える力が身に付きます。 

理科 
私たち人間は自然の一員です。私たちが生きることと密接な関わりをもつ身の回りの自然，例えば，

植物について学ぶことで，自然の規則性や精巧さを知ることができます。また，自然に対する豊かな
感性を身に付けることにもつながります。 

英語 
 英語は，みなさんが世界と出会うための「窓」のようなものです。その「窓」を通して，みなさんは
将来たくさんの可能性に出会えるはずです。「海外に行かなければ必要がない」などと考えるのではな
く，自分が活躍できる場面や可能性を増やしてみませんか。 

中学校での様々な学び 
教 科 

国語，社会，数学，理科，音楽，美術 
保健体育，技術・家庭，外国語の９教科
です。 

道 徳 

週に１時間ある道徳の時間を中心に，
各教科，学校行事，さまざまな体験活動
を通して，道徳性を養い，豊かな人間性
を育んでいきます。 

部活動 

放課後や休日を中心に，自分の興味や
適正をもとに選んで入部した運動系や文
化系に関わる活動を通して，責任感や連
帯感を育てる活動です。 

特別活動 

「学級活動」，「生徒会活動」，「学校行
事」の３つの活動から，個性を伸ばし，
集団生活や社会の一員として，よりよい
生活や人間関係を築く力を養います。 

総合的な学習の時間 

自ら学び，考え，判断し，よりよく問
題を解決する力や学び方，ものの考え方
を身に付け，自分の生き方を考えること
ができるようにする時間です。 

そもそも人は知的好奇心の塊 
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◎南中学びスタイル 対話活動『５つのトーク』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎家庭学習はなぜ大切なのだろうか 

人間の脳は，忘れるようにできています。人は忘れないと生きてい
けません。ある意味，忘れるから人生は楽しいのです。しかし，学習と
なると「忘れるから楽しくない」となりがちです。ですから，学んだこと
を忘れないように定着させるためには，地道に何度も学習をするこ
とが重要です。こうすることで，学習は楽しいと思えるようになりま
す。そして，右の学力向上のプロセスのようにどんどん学力がのびて
いきます。 
そして，家庭学習をするからこそ身に付く力があります。 

 
 

レベル１ 学校の宿題 
    レベル２ 授業の予習・復習 

        レベル３ 速く正確にできるまでドリル学習 
レベル３ 調べ学習（興味・関心のあること 

を追求する） 
 

 
 

中学校１年生  １時間３０分以上 
中学校２年生  ２時間以上 
中学校３年生  ３時間以上 

 
 
 
 
 

①授業で使った学習用具を家庭に持ち帰る。 
          ②ほぼ決まった時間に家庭学習をする。 
          ③部活のある日，塾のある日，休日など基本的な計画をたてる。 
 

仲間と学び合うことで，自分の考え

が変化したり深まったりします。対話

活動に積極的に参加し，最後は自分で

授業をふり返りましょう。自分の言葉

で「分かった・できた」を実感するこ

とが，授業では大切です。 

１ 家庭学習の内容は？ 

２ 家庭学習時間のめやすは？ 

３ 家庭学習をする習慣を身に付けるには？ 

まずは，宿題や教科で出された課

題に取り組みましょう。次に，予習・

復習で基礎をしっかりと定着させま

す。さらに，興味・関心のあることを

追求するともっと理解が深まってい

きます。 

内容や方法によって，時間は変わってきま

す。集中して取り組める，自分にあった時間を

決めて家庭学習に取り組みましょう。 

－2－ 



 

 

◎自学ノートをやってみよう 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆ 自学ノートは，じっくり時間をかけて丁寧に取り組みます。 
☆ 文字の間隔や行をあけないようにびっしりと書き込みます。 
☆ 毎日１ページ以上行い，次の日の朝の会で必ず提出します。 
☆ 家では腰骨を立てて座り，テレビや携帯電話のない場所で学習します。 
☆ 授業で宿題や提出物がある時は，当然それを行い，さらに自学ノートも行います。 
☆ 漢字や単語の練習は書きっぱなしにせず，必ずテストをして覚えたかどうか確かめます。 
☆ 教科書やワークや問題集の問題を解いたら必ず答え合わせをして，間違った問題は，なぜ間違っ
たのかを確認して，必ずやり直しをします。 
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図があると， 

テストの時に見直しやすい。 

公式や考え方のポイント 

は目立たせる。 

色ペンを使って分かりやすく。 

覚えやすいコツや，正しく覚えるた

めのポイントも書いておこう。 

重要語句等は色を付けて 

目立たせます。 



 

 

◎週末課題について 

宇美南中学校では，週末課題として「視写」に取り組んでいます。視写とは，新聞のコラムや投書を書
き写したり，それについて感想や作文を書いたりする活動です。 
この視写課題を通して，速く丁寧に「読み」，積極的に「書く」ということができるようになります。また，

感想や意見作文を書くことで，自分の考えや意見をもち，根拠をもって説明することができる力を育てて
いきます。 

視写の効果とは… 

 
 
 
 

その他にも，こんないいことが…。 

☆最新のニュースを知る。 ☆新しい漢字や語句を覚える。 ☆書くことへの抵抗感が減少する。 
☆考える力が付き，自分の言葉で自信をもって書けるようになる。 
 

◎テストはどうやって勉強したらいいの 

中学校には，授業で学習したことをどれだけ理解したか確かめるための「定期考査（テスト）」があり
ます。 
学習成績にも大きく関わるテストです。そのため，学習に集中する時間を生み出せるよう，テスト前には

部活動を中止する期間をとります。さらに，家庭学習強化週間として，原田小・南中校区の各家庭で，テ
レビ，スマホ，パソコン等に触れる時間を制限して学習に集中する「ノーメディアの取組」を行っています。
日頃は，自学ノートでこつこつと学習を積み重ね，この時期には一つの章や単元ごとに復習して全体を
つかむ学習をします。ここでは，「定期考査（テスト）」の効果的な勉強方法について紹介したいと思いま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・集中力が身に付く。  
・字が上手になる。  
・文章表現の技法を覚える。  
・表記のルールを覚える。  
・暗誦や記憶に役立つ。  

文部科学省ＨＰ 「視写の効果」より 

１ 計画  テストに向けた学習計画を立てる。 
 定期考査では，中間考査（５教科）を１日で，期末考査（９教科）を２日間で一斉に行

います。それぞれの教科で学習した数ヶ月分の内容が試験範囲となり，教科数も内容も多

くなります。そのため，どの教材を使って，どの内容をいつするのか，計画を立てましょ

う。試験範囲の復習をしないまま，テストを受けることがないようにすることが必要です。

南中では，テストの２週間前に計画を立て，テスト勉強を始めます。 

２ 実行  自分が立てた学習計画を実行する。 
 計画を立てたら，次はそれを実行します。計画をうまく実行していくためには，自分

が決めた時間に机に向かうことが大切です。必要に応じて計画を見直したり，修正した

りする柔軟性も大切ですが，まずは，「計画をやりぬく努力と強い意志」がよい結果に

つながります。学校の休み時間や，家庭での空いている時間の使い方を考えましょう。 

３ 復習  同じことを何度も言う，書く，覚える。 
 ドイツの心理学者エビングハウスが発表した忘却曲線によると，記憶した内容は２０

分後には４２％，１時間後には５６％，１日後には７４％が忘れられてしまうそうです。

つまり忘れかけたところで同じことを繰り返し勉強すれば，記憶できるわけです。 

 テスト勉強は，「記憶すること」です。一度覚えても忘れるのですから，「復習」がなけ

れば記憶はできません。授業で習った日に家庭に帰って復習，さらに同じことを寝る前

に復習…など繰り返します。そして前夜の勉強内容を朝，起きて復習…など，ひたすら繰

り返し復習して記憶に残しましょう。余力のある人は「予習」も行うと，なおよいです。 
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◎通知表の評価や評定について 

１ 観点別評価と評定について 
（１）観点別評価 

各教科とも，学力を３つの観点で捉え，指導の単元ごとに観点別評価の基準を設定します。この
基準は文部科学省が定めた『学習指導要領』に基づいて作成されます。評価・評定の客観性・信頼
性を高めるために，おおよそ以下のようにその達成率によって３段階で評価されます。 

 
 
 
 
 
 

また，各教科のそれぞれの観点の内容は，『知識・技能』，『思考・判断・表現』，『主体的に学
びに向かう態度』の３つに分かれています。 
 

  ア 『知識・技能』の評価 
「知識・技能」の評価は，各教科等における

学習の過程を通した知識及び技能の習得状況
について評価を行います。さらに，それらを既有
の知識及び技能と関連付けたり活用したりする
中で，他の学習や生活の場面でも活用できる
程度に概念等を理解したり，技能を習得したり
しているかについても評価されます。 
 

  イ 『思考・判断・表現』の評価 
「思考・判断・表現」の評価は，各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のため

に必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けているかを評価されます。 
 

  ウ 『主体的に学びに向かう態度』の評価 
知識及び技能を習得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりするために，自らの学習

状況を把握し，学習の進め方について試行錯誤するなど自らの学習を調整しながら，学ぼうとし
ているかどうかという意思的な側面を評価されます。 
そのため，「主体的に学習に取り組む態度」に係る各教科等の評価の観点の趣旨に照らして， 
①知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り 
強い取組を行おうとしている側面 

②①の粘り強い取組を行う中で，自らの学習を調整しようとする側面 
という二つの側面から評価されます。 

 
したがって，定期テストの得点だけではなく，ノートの内容や提出物，授業中に制作した作品の出

来栄えや実技テスト，目標に向かって見通しをもち，粘り強く学習しようとする態度などを各観点別
に評価します。特に，宇美南中学校では，授業中に小集団で学び合い（自分の考えを述べる，人の
考えを一生懸命に聴く等）に意欲的に取り組んでいるかということも評価されます。 

 
（２）評定 

宇美南中学校では，各教科３つの観点別の評価をもとにして，概ね以下に示す表のように評定を
算出します。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

達
成
率 

８０％以上 十分満足できる Ａ 

５０％以上８０％未満 おおむね満足できる Ｂ 

５０％未満 努力を要する Ｃ 

観点別評価 評定 

ＡＡＡ ５ 

ＡＡＢ ４ 

ＡＢＢ  ＡＢＣ  ＢＢＢ  ＢＢＣ ３ 

ＢＣＣ ２ 

ＣＣＣ １ 
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（３）５段階評定について 
各観点の平均達成度をもとに，おおむね以下のように５段階で評価されます。 

 
 
 
 
 
 
 

３ テストの実施時期（予定） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎各教科の目標（１学年） 

教科 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

国
語 

社会生活に必要な国語の知識や技能
を身に付けるとともに，我が国の言語文
化に親しんだり理解したりすることがで
きるようにする。 

筋道立てて考える力や豊かに感じたり
想像したりする力を養い，日常生活にお
ける人との関わりの中で伝え合う力を高
め，自分の思いや考えを確かなものにす
ることができるようにする。 

言葉がもつ価値に気付くとともに，進
んで読書をし，我が国の言語文化を大
切にして，思いや考えを伝え合おうとする
態度を養う。 

社
会 

（
地
理
的
分
野
） 

我が国の国土及び世界の諸地域に
関して，地域の諸事象や地域的特色を
理解するとともに，調査や諸資料から地
理に関する様々な情報を効果的に調べ
まとめる技能を身に付けるようにする。 

地理に関わる事象の意味や意義，特
色や相互の関連を，位置や分布，場所，
人間と自然環境との相互依存関係，空
間的相互依存作用，地域などに着目し
て，多面的・多角的に考察したり，地理的
な課題の解決に向けて公正に選択・判
断したりする力，思考・判断したことを説
明したり，それらを基に議論したりする力
を養う。 

日本や世界の地域に関わる諸事象に
ついて，よりよい社会の実現を視野にそ
こで見られる課題を主体的に追究，解決
しようとする態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養
される我が国の国土に対する愛情，世界
の諸地域の多様な生活文化を尊重しよ
うとすることの大切さについての自覚な
どを深める。 

社
会 

（
歴
史
的
分
野
） 

我が国の歴史の大きな流れを，世界
の歴史を背景に，各時代の特色を踏ま
えて理解するとともに，諸資料から歴史
に関する様々な情報を効果的に調べまと
める技能を身に付けるようにする。 

歴史に関わる事象の意味や意義，伝
統と文化の特色などを，時期や年代，推
移，比較，相互の関連や現在とのつなが
りなどに着目して多面的・多角的に考察
したり，歴史に見られる課題を把握し複
数の立場や意見を踏まえて公正に選択・
判断したりする力，思考・判断したことを
説明したり，それらを基に議論したりする
力を養う。 

歴史に関わる諸事象について，よりよ
い社会の実現を視野にそこで見られる
課題を主体的に追究，解決しようとする
態度を養うとともに，多面的・多角的な
考察や深い理解を通して涵養される我
が国の歴史に対する愛情，国民としての
自覚，国家及び社会並びに文化の発展
や人々の生活の向上に尽くした歴史上
の人物と現在に伝わる文化遺産を尊重
しようとすることの大切さについての自
覚などを深め，国際協調の精神を養う。 

数
学 

正の数と負の数，文字を用いた式と一
元一次方程式，平面図形と空間図形，
比例と反比例，データの分布と確率など
についての基礎的な概念や原理・法則
などを理解するとともに，事象を数理的
に捉えたり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。 

数の範囲を拡張し，数の性質や計算
について考察したり，文字を用いて数量
の関係や法則などを考察したりする力，
図形の構成要素や構成の仕方に着目
し，図形の性質や関係を直観的に捉え
論理的に考察する力，数量の変化や対
応に着目して関数関係を見いだし，その
特徴を表，式，グラフなどで考察する力，
データの分布に着目し，その傾向を読み
取り批判的に考察して判断したり，不確
定な事象の起こりやすさについて考察し
たりする力を養う。 

数学的活動の楽しさや数学のよさに
気付いて粘り強く考え，数学を生活や学
習に生かそうとする態度，問題解決の過
程を振り返って検討しようとする態度，多
面的に捉え考えようとする態度を養う。 

平
均
達
成
率 

９０％以上 特に高い程度 ５ 

８０％以上９０％未満 十分満足できる ４ 

５０％以上８０％未満 おおむね満足できる ３ 

２０％以上５０％未満 努力を要する ２ 

２０％未満 一層努力を要する １ 

１学期 １，２，３年  学力分析テスト ・・・・・・  ４月下旬   
    ３年      全国学力・学習状況調査 ・・  ５月下旬            
        １，２，３年  期末考査 ・・・・・・・・・  ６月中旬 
    １，２年    県学力テスト ・・・・・・・  ６月中旬 
２学期 １，２，３年  夏休み課題テスト・・・・・・  ８月下旬 

（夏休み明けがすぐテストです！）                   
    １，２，３年  中間考査 ・・・・・・・・・  ９月下旬 

３年      学力分析テスト  ・・・・・・  ９月下旬 
１，２，３年  学力分析テスト ・・・・・・ １０月下旬            

    １，２，３年  期末考査 ・・・・・・・・・ １１月中旬 
３学期  １，２年    学力分析テスト ・・・・・・  ２月上旬 
    １，２，３年  期末考査 ・・・・・・・・・  ２月中旬 
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教科 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

理
科
（
第
１
分
野
） 

物質やエネルギーに関する事物・現
象についての観察，実験などを行い，身
近な物理現象，電流とその利用，運動と
エネルギー，身の回りの物質，化学変化
と原子・分子，化学変化とイオンなどに
ついて理解するとともに，科学技術の発
展と人間生活との関わりについて認識
を深めるようにする。また，それらを科学
的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付け
るようにする。 

物質やエネルギーに関する事物・現
象に関わり，それらの中に問題を見いだ
し見通しをもって観察，実験などを行い，
その結果を分析して解釈し表現するな
ど，科学的に探究する活動を通して，規
則性を見いだしたり課題を解決したりす
る力を養う。 

物質やエネルギーに関する事物・現
象に進んで関わり，科学的に探究しよう
とする態度を養うとともに，自然を総合
的に見ることができるようにする。 

理

科

（
第

２
分

野

） 

生命や地球に関する事物・現象につ
いての観察，実験などを行い，生物の体
のつくりと働き，生命の連続性，大地の
成り立ちと変化，気象とその変化，地球
と宇宙などについて理解するとともに，
科学的に探究するために必要な観察，
実験などに関する基本的な技能を身に
付けるようにする。 

生命や地球に関する事物・現象に関
わり，それらの中に問題を見いだし見通
しをもって観察，実験などを行い，その結
果を分析して解釈し表現するなど，科学
的に探究する活動を通して，多様性に気
付くとともに規則性を見いだしたり課題
を解決したりする力を養う。 

生命や地球に関する事物・現象に進
んで関わり，科学的に探究しようとする
態度と，生命を尊重し，自然環境の保全
に寄与する態度を養うとともに，自然を
総合的に見ることができるようにする。 

音
楽
科 

曲想と音楽の構造などとの関わり及
び音楽の多様性について理解するとと
もに，創意工夫を生かした音楽表現をす
るために必要な歌唱，器楽，創作の技能
を身に付けるようにする。 

音楽表現を創意工夫することや，音
楽を自分なりに評価しながらよさや美し
さを味わって聴くことができるようにす
る。 

主体的・協働的に表現及び鑑賞の学
習に取り組み，音楽活動の楽しさを体験
することを通して，音楽文化に親しむとと
もに，音楽によって生活を明るく豊かな
ものにしていく態度を養う。 

美
術
科 

対象や事象を捉える造形的な視点に
ついて理解するとともに，意図に応じて
表現方法を工夫して表すことができるよ
うにする。 

自然の造形や美術作品などの造形
的なよさや美しさ，表現の意図と工夫，
機能性と美しさとの調和，美術の働きな
どについて考え，主題を生み出し豊かに
発想し構想を練ったり，美術や美術文化
に対する見方や感じ方を広げたりするこ
とができるようにする。 

楽しく美術の活動に取り組み創造活
動の喜びを味わい，美術を愛好する心
情を培い，心豊かな生活を創造していく
態度を養う。 

保
健
体
育
科

（
体

育

分

野

） 

運動の合理的な実践を通して，運動
の楽しさや喜びを味わい，運動を豊かに
実践することができるようにするため，運
動，体力の必要性について理解するとと
もに，基本的な技能を身に付けるように
する。 

運動についての自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて思考し判断す
るとともに，自己や仲間の考えたことを
他者に伝える力を養う。 

運動における競争や協働の経験を通
して，公正に取り組む，互いに協力する，
自己の役割を果たす，一人一人の違い
を認めようとするなどの意欲を育てると
ともに，健康・安全に留意し，自己の最
善を尽くして運動をする態度を養う。 

保
健
体
育
科 

（
保

健

分

野

） 

個人生活における健康・安全につい
て理解するとともに，基本的な技能を身
に付けるようにする。 

健康についての自他の課題を発見
し，よりよい解決に向けて思考し判断す
るとともに，他者に伝える力を養う。 

生涯を通じて心身の健康の保持増進
を目指し，明るく豊かな生活を営む態度
を養う。 

技

術

・
家

庭

科 

（
技

術

分

野

） 

生活や社会で利用されている材料，
加工，生物育成，エネルギー変換及び
情報の技術についての基礎的な理解を
図るとともに，それらに係る技能を身に
付け，技術と生活や社会，環境との関わ
りについて理解を深める。 

生活や社会の中から技術に関わる問
題を見いだして課題を設定し，解決策を
構想し，製作図等に表現し，試作等を通
じて具体化し，実践を評価・改善するな
ど，課題を解決する力を養う。 

よりよい生活の実現や持続可能な社
会の構築に向けて，適切かつ誠実に技
術を工夫し創造しようとする実践的な態
度を養う。 

技

術

・
家

庭

科 

（
家

庭

分

野

） 

家族・家庭の機能について理解を深
め，家族・家庭，衣食住，消費や環境な
どについて，生活の自立に必要な基礎
的な理解を図るとともに，それらに係る
技能を身に付けるようにする。 

家族・家庭や地域における生活の中
から問題を見いだして課題を設定し，解
決策を構想し，実践を評価・改善し，考
察したことを論理的に表現するなど，こ
れからの生活を展望して課題を解決す
る力を養う。 

自分と家族，家庭生活と地域との関
わりを考え，家族や地域の人々と協働
し，よりよい生活の実現に向けて，生活
を工夫し創造しようとする実践的な態度
を養う。 

－7－ 

－ 



 

 

教科 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

外
国
語
科 

 外国語の音声や語彙，表現，文法，
言語の働きなどを理解するととも
に，これらの知識を，聞くこと，読む
こと，話すこと，書くことによる実際
のコミュニケーションにおいて活用
できる技能を身に付けるようにす
る。 

 コミュニケーションを行う目的や
場面，状況などに応じて，日常的な話 
題や社会的な話題について，外国語
で簡単な情報や考えなどを理解した
り，これらを活用して表現したり伝
え合ったりすることができる力を養
う。 

 外国語の背景にある文化に対する
理解を深め，聞き手，読み手，話し手， 
書き手に配慮しながら，主体的に外
国語を用いてコミュニケーションを
図ろうとする態度を養う。 

◎学ぶ君たちへのメッセージ 

人生は勉強の連続です。「一生勉強が続くなんて嫌だ～…」と思う人もいるかもしれません。しかし，勉
強はただ机について教科書を見て，先生の話を聞くだけではありません。仕事のやり方を学んだり料理
の方法を学んだりすることも，全て勉強です。 
中学校で勉強することは，将来の生活に直接役に立つこともありますが，「継続して勉強した経験」が

役立つことが多いのです。各教科をどのように勉強すれば，楽しく，分かりやすく学習できるのかを，この
「学びのてびき」で確認してください。勉強は，継続することが大切です。勉強することが嫌になったり，あ
きらめたくなったりした時は，このてびきを読んで，勉強のやり方を変えたり工夫したりしてください。 
また，教科の先生や担任の先生にも勉強方法をどんどん相談しましょう。分からないことをそのままに

しないことが大切です。学校生活のほとんどをしめるのが勉強です。どうせしなければならないのなら，
楽しく充実したものにしていきましょう。 
さらに，家庭生活を規則正しく，食事を確実にとり，健康に留意して，しっかり運動をすることも勉強す

るためには重要になってきます。宇美南中学校の生徒として，充実した生活を送ることを期待しています。 
 

◎保護者のみなさまへ 

子どもたちが学習したことを定着させ，学力を向上させるためには，家庭学習と家庭生活の充実が不
可欠です。そのために，保護者のみなさまのご協力をお願いします。具体的には， 

 

１ 自学ノートを毎日点検してください。 

自学ノートは毎日１ページ以上行い，翌日に提出するように指導いたします。ご家庭では，毎日自学
ノートに取り組んでいることをご確認ください。また，内容が充実したものになるよう，ご家庭でもご指
導ください。困り感等，感じられましたら，担任までご相談ください。 

 

２ 規則的に生活するようにご指導ください。 

起床する時間，勉強をする時間，食事をする時間，自由時間，就寝する時間などを毎日ほぼ同じ時
刻，同じ時間にしてください。 

 

３ 食事を十分にとらせてください。 

時間に余裕をもって，噛む回数が多くなるような食事ができるとよいと思います。個人差はあると思
いますが，中学生にとって十分な量と栄養バランスのとれた食事をお願いします。 

 

４ あいさつや会話を多くしてください。 

朝や就寝のあいさつや来客へのあいさつなど，社会性の勉強や正しい他者認識のために習慣づけ
させてください。また，学校生活や将来のことなどできるだけ子どもに関心をもち，会話を絶やさないよ
うにしてほしいと思います。ほめたり，励ましたり，認めたりする会話を多くもち，子どもが保護者から関
心をもたれていることを意識させるようにしてください。時には，家族で自然体験や絵画鑑賞など多く
の体験を一緒にしてほしいと思います。 

 

５ 学習環境を整えてください。 

集中力は環境によって育ちます。学習時，集中の妨げになるよう
なものは，排除してください。例えば，雑誌や漫画，テレビや携帯電
話，ゲーム機などは，学習する環境とは別の場所に置いてくださ
い。子どもが落ち着くように，清潔で整理整頓がなされた環境づく
りをお願いします。 

 
 初版発行 令和３年４月１日 宇美南中学校学力向上検証委員会  
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